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は
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
り
受
診
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
市
民
ま
つ
り
や
健
康
ま
つ
り
で
歯
科
健
診
を

実
施
、
市
民
団
体
・
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
要
請
に
応

え
た
歯
の
健
康
教
室
に
も
旺
盛
に
取
り
組
み
歯
科
の

重
要
性
を
訴
え
た
。
２
０
０
９
年
度
は
12
カ
所
で
２

２
０
０
人
、
２
０
１
０
年
度
は
14
カ
所
で
１
８
０
０

人
が
受
診
・
参
加
し
た
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
は
、
医
科
協
会
と
と
も
に
テ
レ

ビ
を
通
じ
て
国
民
・
患
者
に
医
療
制
度
の
問
題
点
な

ど
を
知
ら
せ
る
番
組
『
医
療
ど
ぉ
〜
ナ
ル
』
の
作
成

（
サ
ン
テ
レ
ビ
、
毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
55
分
か
ら

３
分
30
秒
間
放
映
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
出
演
し

て
い
る
寺
谷
一
紀
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、
保
団
連
・
医

療
研
究
集
会
で
司
会
を
務
め
る
な
ど
協
会
運
動
と
も

つ
な
が
り
が
深
い
。

　

番
組
は
「
歯
科
医
療
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
」

や
「
各
自
治
体
で
格
差
の
あ
る
子
ど
も
医
療
費
助

成
」
な
ど
の
制
度
的
な
問
題
と
「
歯
と
全
身
疾
患
と

の
関
係
」
や
「
歯
科
訪
問
診
療
」
な
ど
、
歯
科
受
診

の
大
切
さ
を
訴
え
歯
科
医
院
へ
の
受
診
を
促
す
と
い

う
２
つ
の
視
点
か
ら
の
編
集
に
留
意
し
た
。

　

視
聴
者
か
ら
は
治
療
内
容
や
保
険
の
適
用
範
囲
、

訪
問
診
療
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
反
響
を
呼

（
６
）
消
費
税
増
税
を
許
さ
な
い
取

り
組
み

　

協
会
・
保
団
連
は
、
政
府
・
財
界
が
総
選
挙
後
に

ね
ら
う
消
費
税
「
大
増
税
」
に
対
峙
し
て
い
く
う
え

で
、
消
費
税
の
「
減
税
」
を
選
挙
の
争
点
に
す
る
た

め
請
願
署
名
運
動
に
取
り
組
ん
だ
（
２
０
０
９
年
７

月
）。
ま
た
、
社
会
保
障
財
源
を
口
実
に
消
費
税
増

税
を
含
む
税
制
「
改
革
」
案
を
示
し
、
消
費
税
増
税

路
線
に
進
む
菅
内
閣
に
対
し
、
協
会
は
あ
ら
た
め
て

消
費
税
増
税
の
中
止
と
ゼ
ロ
税
率
の
適
用
を
求
め
る

署
名
に
取
り
組
ん
だ
。

　

社
保
の
事
業
税
非
課
税
措
置
、
４
段
階
税
制
は
、

２
０
１
０
年
税
制
改
正
大
綱
で
「
見
直
し
を
進
め

る
」
と
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
度
予
算
案
編
成
に
向

け
て
会
員
署
名
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
や
地
区
学
習
会
で
も
取
り
上
げ
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。

査
員
が
加
入
世
帯
を
訪
問
し
、
７
７
５
世
帯
か
ら
保

険
料
が
生
活
に
与
え
る
影
響
や
健
康
状
態
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
取
っ
た
。

ん
だ
。

（
７
）
誇
り
と
生
き
が
い
が
持
て
る

歯
科
医
療
を
目
指
し
て

（
１
）
指
導
・
監
査
の
状
況

３
、
公
的
歯
科
医
療
費
を

抑
制
す
る
厚
生
局
の
指

導
・
監
査
に
対
抗

　

近
畿
厚
生
局
は
、
個
別
指
導
を
「
共
同
指
導
や
指

導
大
綱
に
準
じ
て
実
施
す
る
」
と
し
、
指
導
時
の
持

参
物
を
大
幅
に
増
や
し
て
き
た
。
大
阪
社
会
保
険
事

務
局
が
指
導
を
担
当
し
て
い
た
頃
は
、
手
さ
げ
袋
一

つ
で
済
ん
で
い
た
も
の
が
、「
段
ボ
ー
ル
６
箱
を
台
車

で
運
ん
だ
」「
旅
行
用
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
で
持
っ
て
行

っ
た
」
な
ど
の
状
況
に
様
変
わ
り
し
た
。
さ
ら
に
新

規
個
別
指
導
で
「
改
善
報
告
書
」
や
「
自
主
返
還
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
再
指
導
」
に
な
る

ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
な
ど
、
異
様
な
強
化
は
続
い
て
い

る
。
個
別
指
導
件
数
は
、
２
０
０
８
年
度
７
件
、
２

０
０
９
年
度
８
件
、
２
０
１
０
年
度
に
い
た
っ
て
は

数
十
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
厚
生
局
は
「
請
求
誤
り

（
ミ
ス
）」
と
「
不
正
請
求
」
を
同
一
視
し
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
に
個
別
指
導
を
強
化
し
て
い
る
。

　

ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
る
個
別
指
導
に
対
し
、
協
会

は
指
導
対
策
講
習
会
を
10
回
開
催
し
、
個
別
相
談
に

も
力
を
入
れ
て
き
た
。
会
員
か
ら
は
「
協
会
は
頼
り

に
な
る
」「
情
報
が
早
い
の
で
役
に
立
つ
」
と
協
会

の
指
導
対
策
は
好
評
で
あ
る
。
今
後
は
、
指
導
時
に

帯
同
し
保
険
医
の
権
利
を
守
る
弁
護
士
団
の
養
成
が

求
め
ら
れ
る
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
・
近
畿
厚
生
局

へ
指
導
方
法
の
改
善
を
求
め
る

　

２
０
０
８
年
に
協
会
が
取
り
組
ん
だ
大
阪
府
交
渉

の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
２
０
０
９
年
３
月
府
議
会
で

黒
田
ま
さ
こ
議
員
（
共
産
）
が
個
別
指
導
の
強
化
に

つ
い
て
追
及
、
事
前
に
送
付
さ
れ
て
い
た
患
者
リ
ス

ト
を
指
導
日
の
前
日
送
付
に
変
更
し
た
点
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
。

　

２
０
０
９
年
４
月
に
は
、
近
畿
厚
生
局
長
宛
て
に

要
望
書
を
提
出
。
患
者
リ
ス
ト
は
１
週
間
か
ら
10
日

前
に
郵
送
す
る
こ
と
、
特
に
新
規
開
業
者
へ
の
個
別

指
導
に
つ
い
て
は
４
月
開
催
分
か
ら
た
だ
ち
に
実
施

す
る
こ
と
、
実
施
時
間
の
厳
守
、
持
参
物
を
最
低
限

と
す
る
こ
と
な
ど
の
改
善
を
求
め
た
。
７
月
に
は
、

被
指
導
者
に
提
出
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「
改
善
報
告

書
」
の
中
止
を
要
請
し
た
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
12
月
２
日
、
医
療
指
導

課
と
の
懇
談
を
実
現
さ
せ
、
近
畿
厚
生
局
の
斉
藤
隆

医
療
指
導
課
長
が
懇
談
に
応
じ
た
。
協
会
の
粘
り
強

い
運
動
の
結
果
、
患
者
リ
ス
ト
の
送
付
時
期
は
前
日

に
30
件
で
あ
っ
た
が
、
４
日
前
に
15
件
、
前
日
に
15

件
に
一
部
改
善
さ
れ
た
。

（
１
）
橋
下
構
造
改
革
（
維
新
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
に
対
す
る
反
対
運
動

４
、
府
民
の
受
療
権
を
守

り
拡
充
す
る
取
り
組
み

　

橋
下
知
事
は
「
４
医
療
は
余
裕
の
あ
る
時
に
す
る

も
の
」
と
「
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
府
と
し
て
の
考
え
方
」
で
は
、
２
０
０
９
年

11
月
か
ら
一
部
負
担
金
を
８
０
０
円
に
ま
で
引
き
上

げ
る
案
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
協
会
も
取

り
組
ん
だ
反
対
署
名
に
は
１
０
０
万
筆
を
超
え
る
府

民
の
怒
り
が
集
ま
り
、
２
０
０
８
年
９
月
府
議
会
で

は
助
成
制
度
の
維
持
を
趣
旨
と
す
る
意
見
書
が
全
会

派
の
賛
同
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
橋
下
知
事
の
も

と
、
府
議
会
の
提
案
を
２
度
に
わ
た
っ
て
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。
制
度
の
維
持
や
改
善
が
困

難
だ
と
思
わ
れ
る
情
勢
で
あ
っ
て
も
、
府
民
・
患
者

の
声
を
重
視
し
た
継
続
的
な
運
動
が
こ
れ
を
打
ち
破

れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

協
会
が
加
盟
す
る
大
阪
社
保
協
の
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
で
は
、
国
保
料
減
免
の
拡
充
、
介
護
保
険
料
・

利
用
料
減
免
の
拡
充
、
子
ど
も
の
無
保
険
を
な
く
す

こ
と
な
ど
を
求
め
て
府
下
全
自
治
体
へ
要
請
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
10
月
24
日
〜
25
日
、
門
真
市
で

は
地
元
社
保
協
が
大
阪
社
保
協
と
連
携
し
、
高
す
ぎ

る
国
民
健
康
保
険
料
や
市
民
の
貧
困
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
「
国
保
実
態
調
査
」
が
実
施
さ
れ

た
。
の
べ
５
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調

５
、
自
主
共
済
を
守
る
運

動
、
共
済
制
度
の
普
及

と
維
持
・
管
理

　

保
団
連
・
協
会
は
、
休
業
保
障
制
度
（
以
下
・
休

保
制
度
）
を
守
り
抜
く
た
め
保
険
業
法
が
施
行
さ
れ

た
２
０
０
６
年
か
ら
普
及
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
保
険
業
法
附
則
で
定
め
ら
れ
た
「
既
加
入
者

の
維
持
管
理
」
を
進
め
な
が
ら
、
す
べ
て
の
自
主
共

済
の
適
用
除
外
を
実
現
す
る
運
動
を
「
共
済
の
今
日

と
未
来
を
考
え
る
大
阪
懇
話
会
」
と
と
も
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
。

　

２
０
１
０
年
11
月
に
は
、
５
年
に
お
よ
ぶ
粘
り
強

い
運
動
が
力
と
な
り
「
保
険
業
法
再
改
定
法
」
が
衆

・
参
両
院
と
も
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
た
。
改

定
法
は
、
存
続
が
困
難
に
な
っ
た
自
主
共
済
を
救
済

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
般
法
人
格
の
取

得
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
る
も
の
の
休
保
制
度
と
自

主
共
済
の
再
開
に
道
を
拓
く
も
の
と
な
っ
た
。
一

方
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
適
用
除
外
は
果
た
せ
て
お

ら
ず
、
引
き
続
き
懇
話
会
参
加
団
体
や
他
の
共
済
・

互
助
団
体
と
と
も
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
適

用
除
外
を
求
め
る
請
願
署
名
は
、
大
阪
で
１
万
９
１

７
７
筆
、
全
国
で
１
８
０
万
筆
超
を
集
め
た
。

　

開
業
医
の
生
活
設
計
と
資
産
保
全
に
最
適
な
保
険

医
年
金
は
、
受
託
生
保
と
連
携
し
な
が
ら
普
及
活
動

を
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
・
加
入
者
に
は
制
度
内

容
の
丁
寧
な
説
明
を
心
掛
け
た
。
２
０
１
１
年
３
月

（
２
）
学
校
医
療
券
の
改
善
な
ど
を

求
め
大
阪
市
と
懇
談

　

協
会
の
大
阪
市
東
部
・
西
部
・
南
部
・
北
部
の
４

地
区
は
、
①
学
校
医
療
券
の
改
善
②
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
・
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
③
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情―

―

に
つ
い
て
協
議
し
、
大
阪
市
に
対
す
る
要
望
内
容

を
ま
と
め
た
。
２
０
１
０
年
11
月
26
日
に
は
「
市
民

の
願
い
で
あ
る
医
療
・
福
祉
な
ど
、
生
活
支
援
に
重

点
を
置
い
た
市
政
運
営
を
求
め
る
要
望
書
」（
38
項

目
）
を
大
阪
市
に
提
出
、
市
の
回
答
を
踏
ま
え
２
０

１
１
年
３
月
25
日
に
懇
談
し
た
。

2009年度の主な講習会開催状況
開催日 テーマ 参加 講師名（敬称略）

４月19日 顎関節症とその周辺疾患 121 濱田傑（近畿大学医学部附属病院歯
科口腔外科教授）

５月17日 新人スタッフ総合講座 122 油谷純子（大阪国際短期大学部教
授）、冨本昌之（港区開業）

５月24日 メタボリックシンドロームの合併症とし
ての歯周病 32 西村英紀（広島大学大学院医歯薬学

総合研究科健康増進歯学教授）

６月13日 個別指導対策講習会 128 土田仁（協会社保研究部員）、安積
中（協会理事）

６月20日 アシスタントのためのバキュームテクニ
ック 15 冨本昌之（協会理事）

６月21日 第４回日常診療経験交流会 142
清野裕（関西電力病院院長）、高柴
正悟（岡山大学医歯薬学総合研究科
歯周病態学教授）

７月12日 アシスタントのためのセメント・印象材
練和テクニック 18 岩崎小百合（歯科臨床学術部講師）

７月26日 保険でできる明快総義歯づくり 123 松下寛（東京都世田谷区開業）

９月13日 開業医にできる小外科手術 128 中嶋正博（大阪歯科大学口腔外科学
第二講座准教授）

10月10日 新規個別指導対策講習会（カルテの書き
方と注意点についても解説） 62 藤井佐都樹（協会社保研究部員）

10月18日 やさしいプチ矯正とMTMのためのミニ
インプラント矯正 162 宮島邦彰（セントルイス大学客員教

授、ハーバード大学大学院教授）

11月15日 三つのキーワードで考える摂食嚥下障害
への対応－呼吸、口腔咽頭機能 74 舘村卓（大阪大学大学院高次脳口腔

機能学講座准教授）

12月５日 アシスタントワーク基礎編　バキューム
実習 14 冨本昌之（協会理事）

12月13日
口臭治療について－今、大阪歯科大学附
属病院の息さわやか（口臭）外来では！
－

52 上田雅俊（大阪歯科大学歯周病学教
授）

12月20日 スケーリング・シャープニングセミナー 17 福池久恵（歯科臨床学術部講師）

１月24日 メタボリックシンドロームの合併症とし
ての歯周病－メタボリック検診における 64 西村英紀（広島大学大学院医歯薬学

総合研究科健康増進歯学教授）
１月31日 新規個別指導対策講習会 20 藤井佐都樹（協会社保研究部員）

２月14日 会員学習会（診療報酬改定答申内容の解
説・オンライン改正省令） 63 吉田裕志（協会副理事長）、小澤力

（協会副理事長）

２月21日 歯科患者の心理と対応 61 齋藤稔正（立命館大学文学部教員・
社会系心理学、実験系心理学教授）

３月22日 2010年中央新点数説明会 1800 協会社保研究部講師団

　

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
中
で
も
、
協
会
は
ど
の
よ
う
な
歯
科
医
療
を

目
指
す
べ
き
か
、
将
来
あ
る
べ
き
歯
科
医
療
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
２
０
１
０
年
７

月
に
「
あ
る
べ
き
歯
科
医
療
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
①
混
合
診
療
と
給
付
範
囲
、
51
年
通
知
②

保
険
給
付
範
囲
の
拡
大
を
図
る
視
点
に
た
っ
た
診
療

報
酬
改
善
③
次
回
改
定
に
向
け
た
診
療
報
酬
改
善
要

求
④
技
工
士
、
衛
生
士
の
あ
り
方
⑤
歯
科
医
師
需
給

問
題
⑥
歯
科
医
学
教
育
と
先
進
医
療
研
究
体
制―

―

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
提
言
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
ま

と
め
た
。
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《
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